
 

  
 
 
 
 

夏 にチャレンジ！  
７月 １８日 （金 ）、７２日間 の１学 期 が終わりました。 

子 供 たちに、チャレンジしたことやできるようになったことを 

聞 くと 

「一 輪 車 の『片 足アイドリング』をできるようになりたいと思 って 

 毎 週 練 習 して、できるようになりました。」（３年 ） 

「３０分 間 回 泳に向 けて練 習 を繰 り返 し、先 生から「楽 でいい 

よ」と言 われ、力 を抜 いて泳 ぎ切 ることができました」（５年 ） 

と返 事 が返 ってきました。できることが増 えて、自 信 をつけた 

様 子 がその表情 から伺えました。 

 夏 休 みは時 間 があると思 っているとあっという間 に過 ぎてしまうものです。計 画 を立 てることで、

毎 日 を、目 標 をもって生 活 できるとよいでしょう。夏 にチャレンジしたことを、休 み明 けに聞 けるこ

とを楽 しみにしています。自 分 自 身 で、よりよい夏 休 みにしましょう。 

 

教えて先輩！あんなこと、こんなこと 
 

 
 
    
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾奈小 

尾奈学校だより R７.夏休み号 

（尾奈小版） 

三 ヶ日 紙 工 さん（上 ）、井 口 樹 脂 さん（下 ）、ありがとう 

ございました。 

３０分 間 回 泳 合 格 しました！（５・６年） 

《社会科見学をありがとうございました》 

７月 １１日 （金 ）に、３年 生 が社 会 科 見 学 で、

三 ヶ日 紙 工 さんと井 口 樹 脂 さんに見 学 に行 き

ました。作業の様子を見学させてもらいながら、

作業工程や工夫している点などを教えていただ

きました。子供たちはメモを取りながら、ものづく

りの楽しさを感じていました。 

《みかんの摘果作業にチャレンジ》 

学 校 近 くの外 山 さんのみかん畑 で、み

か ん の 摘 果 作 業 を 行 い ま し た 。 み か ん

は、５月 に花 が咲 いた後 、少 しずつ実 が

大きくなってきました。外山さんからみかん

づくりの作 業 行 程 を聞 いた後 、摘 果 を行

いました。みかんに陽 が当 たるように、傷

をつけないように摘果を進めていきます。 

「尾 奈 のみかんはおいしい」とお渡 しした

方 からはいつも喜ばれていると聞 きます。

今 年 も子 供 とともにみかんの成 長 を見 守

っていきます。 

摘 果 作 業 は、どれを切 っていいかわからなかったけ

れど、やっていると違 いが分 かるようになりました。

収 穫 まで、傷 をつけないように気 を付 けたいです。 



世界の窓からこんにちは  

 ８日 （火 ）に、現 在 、フィリピンにいる T 先 生 と Google Meet 

でつながりました。T 先生 から、フィリピンの生活 や気 候 の様 

子 、 食 べ物 や日 本 人 学校のことなどを教 えてもらいました。 

４年 生 以 上 は久 しぶりに会 う T 先 生 の呼 び掛 けに笑 顔 で 

応 え、興 味 深 くその話に聞 き入りました。 

 日 本 から４時 間 、遠いようで近 くに感 じたネットでの出 会 い。 

日 本 との違 いを感 じ、ほかの国 のことにも興味をもって調 べて 

いくと、視 野 が広 がりますね。 

 

７０周年記念ルーム公開中 
独 立 ７０周 年を迎 える今 年 、西 校 舎 の一 室を記 念 ルームとして公 開しています。昭 和 ３０年 

からの写 真 とともに、文集 なども飾 っていますので、お気 軽 に学 校 にお越 しください。 

職 員 室 に声をかけていただければ、御 案 内 いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾奈学校運動会のお知らせ 
 今 年 も尾 奈 学 校 の運 動 会 を行 います。幼 稚 園 の園 児 、小 学 校 の児 童 が元 気 に活 動 します。

ぜひ、応 援 にお越 しください。地 域 の皆 さんと一 緒 に行 う競 技 もあります。 

日時：１０月４日（土）８時から１１時４５分（雨天順延） 
※当 日 は徒 歩 もしくは自 転 車 にて御来 場 ください。 

※雨 天 の場 合 は、５日 （日 ）順 延 となります。決行 の場 合 は朝 ６時 に花火 が上 がりますので     

御 確 認 ください。 

※各 自 、熱 中 症 等 の対策 をしてお越 しください。運 動 場 には、暑 さ対 策 でテントが設 営 され 

ますので、御 利 用 ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長のひとりごと 
《想像力をふくらめて》  

「もしもドラえもんのポケットがあったら、どんな道具がほしい」 

の呼び掛けに、多 くの子供たちが応えてくれました。貼ったらすぐに傷 の治る「瞬 間 ばんそうこ

う」、イヤリングを付 けると好 きな衣 装 にすぐに着 替 えられる「いろいろファッション」、テープを

貼ったところにワープできる「ワープテープ」など、便利な道具をたくさん考えてくれました。 

想 像 力 は、人 の生 活 を豊 かにします。昔 はなかったけれど、今 、便 利 になったものはたくさ

んあります。それは、誰 かが一生懸 命考えて作 っているから生まれたもので、これからの社会

を作っていく子供たちには、想像 力を働かせて、新しいものを創造 する力を身に付けてほしい

と思 います。そのヒントや知 恵 を、人 生 の先 輩 である地 域 の皆 様 からもお借 りしたいと思 って

いますので、今後も御協力をお願いいたします。 

フィリピンを近 くに感 じる時 間 となりました 


